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●平成13年度決算報告

●交通安全町民大会

●老人保健で医療を受けている方へ

●壬生町総合防災訓練
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平
成
1
3
年
度

決
算
報
告

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　
平
成
1
3
年
度
の
当
初
予
算
は
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
や
教
育
問
題
を
は
じ
め
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
な

ど
早
急
に
対
応
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
配
分
に
努
め
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
1
3
年
度
の
当
初
予
算
は
、
１
０
８
億
５
。
０
０

０
万
円
で
、
そ
の
後
発
生
し
た
行
政
需
要
及
び
国
・

県
支
出
金
の
増
減
等
に
対
応
し
、
３
回
の
補
正
を
行

う
と
と
も
に
、
歳
入
の
確
保
と
経
費
全
般
の
節
減
・

合
理
化
を
推
進
し
、
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
終
予
算
額
は
、
繰
越
明
旅

費
を
含
め
て
、
１
圭
４
億
９
ぶ
６
０
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
1
3
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
１
１
５
億
７
。
３
１
３
万
６
千
円
、
歳
出
総

額
１
１
２
億
３
。
８
・
３
８
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度

に
比
較
し
て
歳
入
が
４
億
７
。
１
６
２
万
８
千
円
（
４
．

２
％
）
、
歳
出
が
６
億
９
。
１
３
０
万
４
千
円
（
６
．
６

％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
後
年
度
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
実
施

し
た
地
方
債
の
繰
上
債
還
に
よ
る
も
の
が
主
な
要
因

で
す
。

115億7,313万６千円合計歳入の内訳

の
家
計
簿

　　町税

46億5,777万

jgSI?1ﾂﾞﾌy421tｮその,他12億4
'350万1千円

4億8,520万円
ゝ - / ゛

　　地方交付税

26億267万4千円

　　県支出金　－
4億9,472万5千円

　　国庫支出金－

　　5億737万円

　　　繰越金　－
5価5,442万9千円

6億7､771万9千円

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に

い
る
か
を
知
っ
て
い
た

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、

金
等
の
お
金

知
る
こ
と
が

(単位：％)歳入の内訳
(財源区分別)

1.7

1.6

1.4

1.0

0.4

利子割交付金

地方譲与税

地方特例交付金

自動車取得税交付金

ゴルフ場利用税交付金

交通安全対策特別交付金0.1一

でが町

だ町
の
財
政
が
ど

く
た
め
に
、

財の
よ
う
に
な
っ
て

政
状
況
を
公
表

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
、

きど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
利
用
さ
れ
た
か

を税

る
決
算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す

　　　　使用料及び手数料　1,6諸収入　1.6　　　{
分担金及び負担金0.9寄附金0.2

の他　財産収入　　　　0.1

○

○自主財源　地方公共団体が自主的に収入しうる財源。

○依存財源　国・県の意志により定められた額を交付されたり、割り当てられ

　　　　　　　たりする収入のこと。

　歳入に占める自主財源の割合が大きいほど、その団体の財政運営の自主性・安

定性が確保されます。

２



建　物

122,009.30�

町民一人当たりが

　負担した町税

区

分

一世帯当たりの

負　担　額

　謳

一人当たりの

負　担　額
　り

町

民

税

138,565 45,837

固
定
資
産
税

166,974 55,235

軽
自
動
車
税

3,125 1,034

町

た

ば

一t､_
税

17,535 5,800

特
別

土地

保
有
税

797 264

都
市
計
画
税

26,482 8,760

計 353,478 116,930

３

H 1 4. 3.31現在　　13,177世帯

　　　　住基人口　39,834人

１

並木杉　１本

町　有　財　産
主な町の財産は次のものです

土　地

1,280,862.60�

歳出の内訳

9億5,128万1千円

　　衛生費

9億9,346万

　　　5千円

13億9,704万4干

ｊ

ｊ

一 一

基金　41億481万９千円

(主な基金)
財政調整基金

減債基金

庁舎建設基金

その他の基金等

5億8,052万8千円

4億1,560万3千円

13億2,522万6千円

17億8,346万2千円

出資金　5､086万了千円

壬生町施設振興公社出損金、

栃木県信用保証協会出損金等

匹芦）

合計　112億3,838万２千円

　　教育費
15備134万4千円

歳出の内訳（性質別経費）

16億4,692万8千円

その他2.3

　公債饗

16傷5,358万

　　　　4千円

(単位：％)



平成13年度

平成12年度

平成11年度

平成10年度

平成９年度

平成８年度

平成13年度

平成12年度

平成11年度

平成10年度

平成９年度

一般会計決算額の推移
(単位：百万円)
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一般会計地方債現在高の推移
(単位：千円)

2,000,000　4,000,000　6,000,000　8,000,000　10,000,000　12,000,000

町民一人当たりの一般会計地方債現在高
(単位：円)

２５７,９２２

245,027

220,779

228,314

205,979

9年度 10年度 １１年度 12年度 13年度

※平成14年３月末現在　ｲ主基人□39､834人

　町民一人当たりの地方債現在高（一般会計）は減少傾向にあります。これには、後年度の利子負担の

軽減を図るために実施した繰上償還が、ひとつの要因と言えます。平成13年度には、５億4070万２千円

の繰上償還を実施しました。

　県内市町村で比較してみると（平成12年度決算時）、地方債現在高は多い方から14番目となっていま

すが、一人当たりの現在高では、49市町村中、42番目（少ない方から８番目）となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４



●主な財政分析指標 （地方債現在高（平成13年度末現在））

項　　目

財政力指数

公債費比率

起債制限比率

平成13年度

0.638

78.2％

11.8％

6.0％

　　　　　説　　　　　　明

　財政力指数が１に近いほど財源に余

裕があり、１を超えると地方交付税の

不交付団体となりますレ

　平成12年度決算時では、県内で25番

目であり、ほぼ平均値を示していまし

た。

　団体の財政構造の弾力性を測定する

比率として使われ、適正水準については、

一般に70～80％と考えられています。

　平成13年度の県平均は、81.3％となっ

ています。

　地方債を借り入れた際、毎年度元金

及び利子の支払いが必要となります。

これを公債費といい、この公債費の一

般財源に占める割合を公債費比率と言

います。

本町では、後年度の負担軽減のため、

繰上償還を実施して、健全財政を維持

するよう努めています。

　地方債の許可に係る指標のひとつで、

20％を超えると、その超える段階ごと

に起債が制限されます。

平成13年度の県平均は、9.0％となって

います。

一般会計
82億498万3千円

義務教育施設整備事業債
　　10億7,121万1千円

財源対策債
　　　9億4,引6万6千円

減税補てん偵
　　　6億4,925万4千円

臨時財政対策偵

　　　1俯8,930万円

厚生福祉施設整備事業債
　　　1億6,3引万8千円

その他
　　　3億5,877万9千円

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 繰　越　金

国民健康保険特別会計 31億4,472万6千円 29億2,800万3千円
　　　2億1,672万3千円

(積立金1億6,000万円)

公共下水道事業特別会計 14億4,233万2千円 14億2,167万5千円 2,065万７千円

奨学資金特別会計 194万6千円 189万円 5万6千円

老人保健事業特別会計 30億1,845万8千円 30億226万円 1,619万8千円

介護保険事業特別会計 11億1,883万円 11億865万8千円 1,017万2千円

農業集落排水事業特別会計 14億6,473万5千円 14億5,472万9千円 1,000万6千円

水
道
事
業
会
計

収益的収入

5億5,448万紆円

収益的支出

4億8,259万2千円

特別損失

482万7千円

　純利益

6,706万7千円

資本的収入

1億6,758万1千円

　資本的支出

3他日28万粁円

※収支不足額

△1億4,670万3千円

※

５

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定

留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額で補てんしました。
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　農林水産業費

・地域農業システムモデル実践地区条件整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　61,H3千円

　　コンバイン，トラクター，乾燥機等を営農集

　　団等に助成

・水田活性化対策事業（町単独事業）14,928千円

・地域林業経営集約化型林業構造改善事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　9,150千円

　　助谷直売所施設整備等

・畜産環境改善対策事業　　　　　　14,212千円

・町単独農道整備事業　　　　　　　　18,792千円

・農村整備環境対策計画策定事業　　　5,006千円

・農業用河川工作物応急対策ため池整備事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　21,608千円

　　県営河川工作物応急対策事業負担金等

　商工費

・いきいき商店街ステップアップ事業　1,800千円

　　４商店街×450千円

・しののめ花まつり開催事業　　　　10,000千円

　づ.y,…………ｼ:………………………………7　　レ
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・おもちや博物館維持管理事業　　　10,817千円

　　入館者　127,535名

・おもちや博物館管理運営計画書策定事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,097千円

　土木費

・町道修繕事業

・まちづくり総合支援事業

　　本丸地区　N0.3 －175号線

・町単独道路整備事業

・東雲公園維持管理事業

　　ふれあい交流館利用者　37,931名

・東雲公園整備事業

・城址公園整備事業

・緑化フェア開催記念事業

・町営住宅改修等工事

23,142千円＝

129,245千円｜

　　　　　｜

427,488千円｜

38,818千円||

　　　　　ii

87,886千円

85,406千円

29,041千円

19,226千円

　消防費

・石橋地区消防組合負担金　　　　　513,413千円

・防火水槽整備事業　　　　　　　　　16,816千円

　　耐震性防火水槽設置工事　３基

・コミュニティ消防センター建設事業34,427千円

　　消防センター建設工事

　　藤井南部地区，羽生田地区等

　教育費

・小学校施設改修等工事

・中学校施設改修等工事

・マイ・チャレンジ推進事業

・中学生海外派遣事業

　　オーストラリアヘ16名派遣

・すこやか子育て支援事業

　　　　　｜

182,548千円II

56,674千円｜

　1,582千円｜

　5,266千円｜

　　　　　I

　9,248千円｜

教育費や養育費の負担を軽減するため、私立

幼稚園に在園する園児の保育料を補助する

・図書等購入事業

　　13年度末現在蔵書数153,445冊

・企画展開催事業

　　鳥居元忠展

7,910千円

5,610千円ll

　　　　l，

・情報通信技術（ＩＴ）講習推進事業15,796千円

　　参加者　1,841名

・学習活動支援設備整備事業

　　パソコン購入　30台

ｊ

9,742千円

６

| |

|
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｜
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! |



ﾚ平成13年度の主な事業実績

―
・

一議会費

・議員研修事業

・議会だより発行事業（年４回）

2,675千円

3,046千円

J一総務費

・海外行政視察団派遣事業　　　　　　6,865千円

　　イタリア・スイス・フランスに24名派遣等

・庁舎維持管理事業　　　　　　　　　30,091千円

・庁舎改修等工事　　　　　　　　　　10,423千円

・情報化推進事業　　　　　　　　　149,662千円

　　サーバー３台，クライアント118台，プリン

　　ター31台，住基ネットシステム一式

　　その他保守管理費等

・交通安全施設設置事業　　　　　　　4,977千円

　　道路反射鏡　44基設置他

・国社駅自転車駐車場整備事業　　　　1,628千円

　　簡易型サイクルラック100台設置

・防犯灯新設事業　　　　　　　　　　3,973千円

　　町管理防犯灯設置　　　　　41基

　　自治会管理防犯灯設置補助　77灯分

・固定資産税課税用資料整備事業　　32,808千円

・戸籍事務コンピューターシステム導入事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　39,176千円

　　戸籍事務の電算化により戸籍事務の迅速化，

　　正確化を図る。電算化件数14,655件

縦民生費

・社会福祉協議会補助事業

・ボランティアセンター活動事業

・敬老金支給事業

　　対象者　　　　2,839名

・老人保護措置事業

　　措置者数　　　　14名

・高齢者家庭介護者助成事業

　　利用者　　　　　251名

・紙おむつ給付事業

　　利用者　　　　　238名

22,474千円

2,357千円

29,329千円

28,086千円

12,138千円

6,152千円

７

・ボランティア活動推進事業

・生きがい活動支援通所事業

1,782千円

6,034千円

富士見荘やふれあい交流館で高齢者に対し、

日常の動作訓練から趣味活動などを提供。

延利用者1､502名

・日帰り介護（デイサービス）事業　　1,001千円

　　在宅の虚弱老人等に対し，入浴サービス等の

　　事業を実施。　利用者　18名

・重度身心障害者医療費助成事業　　41,594千円

・授産施設・障害見通園ホーム建設事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　15,846千円

・民間保育園委託事業　　　　　　　179,887千円

・特別保育事業等推進費補助事業　　51,427千円

・民間育児サービス対策補助事業　　　5,660千円

・幼児用補助装置購入費補助事業　　　3,647千円

　　チャイルドシート購入補助　236件

・フレッシュ子育て支援事業　138千円

　　子育て応援スタッフ（託児ボランティア）に

　　よる，各種講座等での臨時託児所開設

　　12回開設　利用者74名

・乳幼児医療費助成事業　　　　　　51,217千円

・妊産婦医療費助成事業　　　　　　11,679千円

聯衛生費

・健康ふくしまつり開催事業　　　　　1,372千円

・健康教育事業　　　　　　　　　　　2,177千円

　　健康づくり実践教室委託料等

・健康診査事業　　　　　　　　　　　58,145千円

　　基本健診，ガン検診等委託料等

・環境保全対策事業　　　　　　　　　7,913千円

　　河川水・特定事業場排水分析，ゴルフ場農薬

　　影響調査等

・合併処理浄化槽設置補助事業　　　10,371千円

　　25基補助

・家庭用ゴミ処理詰設置事業　　　　　　641千円

　　補助限度額　25,000円　　30件

・資源ごみ回収関係報償事業　　　　　8,434千円

　　資源ごみ　53団体　521 t

　　　　ベットボトル　1,488,780本



マナーアップあなたが主役です

交通安全町民大会第27
秋の交通安全運動　9 /21～9 /30

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
９
月
2
1
日
か

ら
９
月
3
0
日
の
1
0
日
間
行
わ
れ
、
町
で

も
各
交
通
関
係
団
体
が
、
各
種
啓
発
活

動
を
執
り
行
い
、
さ
ら
に
９
月
2
6
日
に

は
第
2
7
回
交
通
安
全
町
民
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
内
の
今
年
９
月
2
6
日
ま
で
の

交
通
事
故
負
傷
者
数
は
1
8
9
名
、
死
者
数

は
３
名
（
内
高
齢
者
は
２
名
）
で
、
最

悪
の
状
況
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
栃
木

警
察
署
管
内
で
も
、
１
月
か
ら
９
月
2
6

日
ま
で
で
1
9
名
（
内
９
名
が
高
齢
者

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
交
通
安
全
町
民

大
会
で
は
、
悲
惨
な
事
故
を
防
止
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を

高
め
よ
う
と
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に
対

-

す
る
黙
祷
を
は
じ
め
と
す
る
式
典
が
行

わ
れ
、
交
通
安
全
功
労
者
や
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
入
貧
者
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
作
文
で
最
優
秀
貧
に
選
ば

れ
た
安
塚
小
１
年
の
白
井
佑
季
さ
ん
と

南
犬
飼
中
３
年
の
臼
井
麻
梨
恵
さ
ん
の

朗
読
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

交
通
指
導
員
、
警
察
官
へ
小
学
生
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
「
大
会
言
言
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
交
通
安
全
の
意
識
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
壬
生
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
様
々
な

大
会
で
優
秀
な
結
果
を
残
し
て
い
る
演

奏
に
参
加
者
は
心
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
　
称
　
略
）

　
功
労
表
彰

諸
江
厚
子
、
高
橋
千
恵
子
、
阿
久
津
節

子
、
細
井
恵
美
子
、
星
野
陽
子
、
宇
賀

神
裕
子
、
小
久
保
ミ
イ
、
川
場
益
、
渡

遁
イ
ト
、
野
中
悦
子
、
佐
藤
カ
ツ
、
稲

葉
良
子
、
柏
木
千
代
子

葉
良
子
、
柏
木
千
代
子
、
福
田
ツ
ギ
子

國
安
正
章
、
松
本
昌
夫
、
佐
藤
善
光
、

永
島
条
一

有
態
謝
状

吉
田
稔
（
交
通
指
導
員
退
職
者
）

島
田
武
雄
（
交
通
指
導
員
勤
続
功
労
７
年
）

’
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
入
選
者
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
　
称
　
賠
）

⑤
ポ
ス
タ
ー

☆
最
優
秀
賞

神
水
朋
佳
（
稲
小
１
年
）
、
斎
藤
聖
弘

（
安
小
２
年
）
、
毛
塚
智
晶
（
壬
小
３
年
）
、

人
見
優
音
（
壬
小
４
年
）
、
野
口
勇
人

（
東
小
５
年
）
、
大
山
開
（
睦
小
６
年
）
、

大
川
啓
介
（
大
中
１
年
）
、
野
口
修

手
中
２
年
）
、
赤
坂
恭
男
（
壬
申
３
年
）

☆
優
秀
賞

薩
葉
未
来
（
壬
小
１
年
）
、
谷
黒
杏
花

（
東
小
１
年
）
、
川
島
苑
子
（
東
小
１
年
）
、

坂
本
匠
（
東
小
２
年
）
、
小
野
口
志
穂

（
稲
小
２
年
）
、
神
長
亮
佑
（
羽
小
２
年
）
、

野
口
真
輝
（
東
小
３
年
）
、

ヽ一

　　　らづ

香
（
安
小
３
年
）
、
津
久
井
豊
（
安
小

３
年
）
、
井
上
秋
穂
（
安
小
３
年
）
、
加

藤
京
子
（
羽
小
４
年
）
、
山
野
井
理
恵

（
北
小
４
年
）
、
山
野
裕
紀
（
安
小
４
年
）
、

篠
原
千
知
（
羽
小
５
年
）
、

坂
本
沙
生

（
安
小
５
年
）
、
臼
井
美
樹
（
睦
小
５
年
）
、

長
あ
さ
美
（
藤
小
６
年
）
、
山
口
友
梨

（
東
小
６
年
）
、
田
中
雄
大
（
睦
小
６
年
）
、

伏
見
英
晃
（
壬
申
１
年
）
、
大
塚
泉
希

矢
巾
１
年
）
、
飯
田
智
史
実
中
２
年
）
、

鈴
木
悠
太
（
大
中
２
年
）
、
橋
本
稚
子

（
壬
申
３
年
）
、
瀬
戸
裕
二
（
大
中
３
年
）

　
作
文

☆
最
優
秀
賞

白
井
倍
率
（
安
小
１
年
）
、
臼
井
麻
梨

恵
（
大
中
３
年
）

☆
優
秀
賞

８



荒
川
和
輝
（
稲
小
１
年
）
、

　
　
　
　
ま
ｒ
｀

篠
崎
麻
衣

（
稲
小
２
年
）
、
人
見
浩
司
（
東
小
３
年
）
、

深
潭
代
樹
（
北
小
４
年
）
、
黒
川
拓
哉

（
壬
小
５
年
）
、
早
坂
く
る
み
（
睦
小
６

年
）
、
清
水
力
也
（
羽
小
６
年
）
、
糸
井

聡
隻
（
犬
申
１
年
）
、
藤
田
理
美
（
犬

申
２
年
）
、
松
本
奈
保
子
（
壬
申
３
年
）
、

鈴
木
雄
喜
（
壬
申
３
年
）

　　　作文を読む

安塚小１年　白井佑季さん

i・］

」 ］
で

作文を読む

神永朋佳南犬飼中3年臼井麻梨恵さん壬生小４年人見優音　壬生小３年毛塚智晶安塚小２年斎藤聖弘稲葉小１年

主。

壬生東小５年　野口　勇人
ﾄｯ
ｻ

Ｓ　－
ス

'＿こ。－
!一一盛:L

野口修南犬飼中１年大川啓介睦小６年壬生中3年　赤坂恭男　壬生中２年

高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い
で

交
通
意
識
を
再
確
認

アトラクションでよさこい

　ソーランの踊りを熱演

　
９
月
2
4
日
、
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
、

第
９
回
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
の
主
婦
で
構
成
さ
れ
る
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

（
梁
島
ケ
イ
子
会
咎

が
主
催
と
な
り
、
今
年
は
稲
葉
地
区
の

お
年
寄
り
約
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
例
年
高
齢
者
の
事
故
が
相
次
ぎ
、
今

年
栃
木
警
察
所
管
内
で
の
交
通
事
故
死

者
は
1
9
名
で
、
6
5
欲
以
上
の
高
齢
者
は

約
半
数
の
９
名
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
講
演
で
は
、
宮
下
壬
生
交
番
所
長
よ

り
管
内
の
交
通
事
故
の
実
例
が
説
明
さ

れ
、
「
道
路
の
横
断
の
時
・
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
時
・
左
か
ら
来
る
自
動
車

に
注
意
」
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
ま

し
た
。
ま
た
、
「
自
転
車
や
歩
い
て
い

る
と
き
で
も
道
路
標
識
は
守
る
。
横
断

歩
道
や
歩
道
橋
な
ど
施
設
を
利
用
す
る

よ
う
に
」
な
ど
の
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

９

　
栃
木
警
察
署
・
栃
木
地
区
交
通
安
全

協
会
主
催
に
よ
る
第
2
3
回
栃
木
地
区
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
練
競
技
大
会
が

８
月
2
6
日
、
栃
木
自
動
車
教
習
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
か
ら
は
２
チ
ー
ム
（
壬
生
Ａ

大
場
フ
サ
子
・
星
野
陽
子
チ
ー
ム
、
壬

生
Ｂ
丸
山
幸
子
・
旭
暉
み
え
子
チ
ー
ム
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
団
体
の
部
で
壬
生
Ｂ
が
優

勝
、
壬
生
Ａ
が
準
優
勝
で
し
た
。
ま
た
、

個
人
の
部
で
も
、
優
勝
が
旭
暉
み
え
子

さ
ん
、
準
優
勝
が
大
場
フ
サ
子
さ
ん
で
、

上
位
を
壬
生
町
が
独
占
し
ま
し
た
。

壬
生
町
が
上
位
独
占

栃
木
地
区
安
全
運
転
競
技
大
会

個人の部優勝準優勝者は9 /29の

　　県大会に出場しました。



-

一

(1)[一定以上の所得者]⇒　｢２割負担｣

①課税所得が年124万円以上の老人医療受給対象者

②課税所得が年124万円以上の70歳以上の方又は老人医療受給対象者と同－の世帯に属する老人医療受給

対象者

　ただし、上記の基準に該当する場合であっても、老人医療受給対象者並びにその方と同一の世帯に属

する老人医療受給対象者及び70歳以上の方の世帯収入の額が、637万円未満の場合、または単身世帯で450

万円未満の方は届け出て認定されれば「一般」区分となり、負担割合が１割になります。

（2）［低所得者Ｈ］⇒　「１割負担」

属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である方にあたります。

　　［低所得者Ｉ］⇒　「１割負担」

属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって、その世帯の所得が一定基準以下の世帯に

属する方にあたります。

　　　　　　例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、約65万円以下

　　　　　　　　夫婦二人世帯の場合（年金収入のみ）約130万円以下

※低所得者ｎ、Ｉに該当するためには、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。

　該当しそうな方は役場福祉課窓口で申請をしてください。

　申請をしない場合は資格があっても認定されず、一般該当となります。

(3)[一般]⇒

　一定以上の所得者、

「１割負担」

低所得者に該当しない方です。

４．支払った一部負担金が限度額を超えた場合は、払い戻しが受けられます。

　１か月の医療費が高額になった場合は、申請して認められると、限度額を超えた分か高額

医療費としてあとから支給されます。該当する万には、役場から通知をします。

老人医療受給者の方じ懸1が、１か

月に支払ったU誤診の一部負担金

　　　　　　φ収??占φ占φ占-ゝMM占

同一世帯に属する老人医療受給者

　　一一一一一の方設背皿の一部負担金の合計額

一定以上の所得のある人 ４０,２００円 72,300円十１％（注１）

一　　　般 １２,０００円 ４０,２００円

低所得者

ｎ
８,０００円

２４,６００円

Ｉ １５､０００円

（注１）一定以上の所得のある人の自己負担限度額は72､300円ですが、医療費が361､500円を

　　　　超えた場合、超えた分の１％を加算します。

10



11

ｔμ匯で医療を倚けてい６徊弛4 /x
平成1卯O月１日から老人保削継が変わりました

う1/1こ1ﾉﾌﾟ==,11,:対･振舞E:飴が変わりました。

　平成14年９月までは70歳（一定の障害のある人は65歳）以上が老人保健対象者でしたが、

平成14年10月からは75歳（一定の障害のある人は65歳）以上が老人保健対象者となりました。

　ただし、昭和了年９月30日以前に生まれ、すでに70歳以上の方は、引き続き老人保健の対

象者です。

　※昭和了年10月１日以降に生まれた方は、国保など加入している健康保険で医療を受けま

　　す。75歳になりましたら老人保健の対象者となります。

２．=老人医療受給者証が新しくなりました。

老人保健制度の改正により、新しい「老人医療受給者証」を郵送で交付いたしました。

今までの老人医療受給者証は使用できませんので注意してください。また、お医者さんに
　　j･･‥.".j‾･･..･･.j'･.d･･.j ･...･･.●..･････j

かかるときは

、

■■㎜■j'.j･.......'･.'ゝj･･ .･- ･･･j･. j'..'..･･...･●.･･j‰j●j●j●j‰j●･ゝ.･●●S/S.j･S

健康保険証と新しい老人医療受給者証を必ず窓口に見せてください

．

　老人保健対象者なのに老人医療受給者証が届いてないとか、届いた老人医療受給者証に誤

りがありましたら、役場福祉課まで連絡してください。

　なお、今までの老人医療受給者証は役場福祉課、南犬飼出張所、稲葉出張所に返却して＜

ださい。

３．窓口で支払う一部負担金が変わりました。

　平成14年10月１日からは、医療機関ごとにかかった費用の

１害1負担になりました。ただし、一定以上の所得がある万は

２害1』負担です。(外来の月額上限および診療所の定額負担は

廃止になりました｡)

　所得によって(1)一定以上の所得者・(2)低所得者Ｈ、Ｉ・

(３)一般に区分され、自己負担割合が異なります。忘れずに

所得の申告をしましよう。

　低所得者に認定されると負担が軽減されます。



９
目
８
日

想一定

地震発生時刻：９月８日（日）午前８時15分

震源地：栃木県南東部

規　　横：マグニチュード7.0

震　　度：震度６弱以上

被害状況：壬生小学校付近の住宅密集地で建物の倒壊、火災等で多数の負傷者が

　　　　　でている。

対　　策：町は災害対策本部を設置し、被災住民の救助にあたるとともに、関係

　　　　　機関と協力して消火・救出・運搬等の応急対策を実施。

M

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

果

7
‐
0
の
直
下
型
地
震

町
を
IIﾔｰ　‾’
史

そ
の
時
あ
な
た
に
は
何
が
で
き
ま
す
か

　
９
月
８
日
間
、
壬
生
町
・
壬
生
町
消
防
団
・
石
橋
地
区
消
防
組
合
主
催

に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
の
壬
生
小
学
校

校
庭
に
は
、
3
4
も
の
関
係
機
関
・
団
体
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

も
っ
て
参
加
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
地
震
を
想
定
し
、
町
防
災
関
係
機
関
、
事
業
所
、
自

治
会
等
が
、
緊
密
か
つ
有
機
的
な
連
携
を
図
り
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施

し
、
防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
及
び
地
域
防
災
体
制
の
確
立
と
町
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

゛ W /

　
当
日
は
、
栃
木
県
南
東
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
.
0
、
震
度
６
弱
以
上

の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
職
員
に
よ

る
被
害
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
の
参
集
訓
練
、
自
治
会
員
の
避
難
訓
練
、

ま
た
関
係
機
関
に
よ
る
消
火
防
御
訓
練
や
家
屋
の
倒
壊
救
出
訓
練
、
車

の
事
故
に
よ
る
救
出
・
救
護
訓
練
、
仮
設
住
宅
へ
火
を
つ
け
て
の
消
火

訓
練
、
医
師
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
健
康
調
査
や
炊
き
出
し
、
物

資
の
輸
送
な
ど
、
2
2
の
項
目
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
写
真
で
訓
練
の
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。

≒WJ

ｊ

二乙Jﾌﾟ…………心

|●X●●■●●･舗fjl●●●●●s●･d---･‾‾･･　･■u.　　　　　　　　　　　　■■　■

Ａ家屋が倒壊自衛隊員らによる負傷者救出

暇

一一

▲住宅が火災自治会員によるバケツリレーでの消火訓練
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齢
衝
突
事
故
に
よ
り
車
に
閉
じ
込
め
ら

　
れ
た
被
災
者
を
救
出
す
る

-

胤足銀駐車場で、高所からの火災防御

ト
ト
リ
ア
ー
ジ
（
被
災
者
か
ら
負
傷
の

　
状
態
を
聞
き
と
り
、
治
療
の
優
先
順

　
位
に
よ
る
患
者
の
選
別
を
す
る
）

゛｀グ　w゛W゛'･｀SIﾀ'

＝
卜

……　近所の人との

コミュニケーションが

　防災力を高める

　最近は「隣人の顔を知らない」

人が少なくありません。都市化や

集合住宅の増加で、隣近所の交流

が希薄になる傾向があります。

　しかし、震災で多数の家屋が倒

壊した場合、「この家は○人家族」

「このアパートにはお年寄りが多

い」といった生きた情報が、人命

救助や避難補助に大きく役立ちま

す。住民名簿や防災マニュアルを

作るだけでなく、普段の交流や会

話によって住民同士がお互いを知

り合う心がけが大切です。

消
火
技
術
の
向
上
を
図
る
　
闘

　
　
‐
　
　
　
壬
生
町
消
火
競
技
大
会

　
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
９
月

1
0
目
、
家
庭
に
備
え
付
け
の
消
火
器
で

火
を
消
す
こ
と
で
、
消
火
技
術
の
向
上

と
消
火
器
の
取
扱
い
の
習
熟
を
目
的
と

し
た
消
火
競
技
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
夜
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
消
す

位
置
を
指
示
す
る
指
揮
者
と
消
火
者
の

２
名
が
Ｉ
組
と
な
り
、
前
方
1
5
ｍ
の
位

置
に
置
か
れ
た
燃
焼
ｎ
か
ら
燃
え
広
が

る
危
険
物
火
災
を
簡
易
消
火
器
に
よ
り

消
火
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
石
橋
地
区
消
防
組
合
壬
生
分
署
と
安

塚
分
遣
所
職
員
の
審
査
の
も
と
、
1
0
組

2
0
名
が
参
加
。
指
揮
者
は
号
令
や
態
度
、

消
火
位
置
の
指
定
な
ど
、
消
火
者
は
消

火
器
の
基
礎
操
作
、
消
火
方
法
、
距
離

及
び
粉
末
の
か
け
方
な
ど
が
厳
し
く
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
大
会
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
、

1
0
月
３
日
に
行
わ
れ
た
、
石
橋
地
区
消
防

本
部
主
催
の
地
区
大
会
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

　
成
績

優
　
勝
　
借
栗
橋
和
江
　
⑩
坂
田
寿
子

準
優
勝
　
⑩
高
山
啓
子
　
⑩
山
田
キ
ク
エ

第
３
位
　
借
倉
持
恵
子
　
⑩
渡
辺
幸
子

iSS灘嘔i鏃64ｪ

地区大会で活躍した防火クラブの皆さん
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　町防災訓練

　についての

アンケート集計結果

　
町
で
は
９
月
８
日
開
催
の
、

総
合
防
災
訓
練
時
に
、
防
災
訓

練
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
回
答
者
は
3
7
名

と
少
な
く
は
あ
り
ま
す
が
、
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
今
後
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

Ｉ
　
訓
練
内
容
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
？

良
か
っ
た
・
…
・
2
7
名

物
足
り
な
か
っ
た
・
・
９
名

そ
の
他
（
無
回
答
）
　
・
１
名

かの２
②物足りなかった　③その他（無回答）

①良かった

　　27

　73％

　
あ
な
た
は
自
分
の
地
域

避
難
所
を
知
っ
て
い
ま
す

知
っ
て
い
る
・
・
・
・
2
7
名

知
ら
な
い
・
・
・
・
・
1
0
名

②知らない

①知っている

　　　27

　　73％

３
　
あ
な
た
は
災
害
に
備
え

て
食
糧
等
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
か
？

一

　
し
て
い
る
・
・
・
・
・
８
名

　
し
て
い
な
い
：
：
2
4
名

＊
し
て
い
る
と
答
え
た
方
は
何
を
ど
れ

く
ら
い
？

　
缶
詰
と
水
を
２
、
３
日
分
（
４
人

水分

　心
乾
パ
ン
の
み

塩
・
し
よ
う
油
・
油
こ
フ
ー
メ
ン

ニ
っ
ど
ん
・
そ
ば

別
に
保
存
は
し
て
い
な
い
が
数
日

分
は
あ
る

水
４
ｆ
、
携
帯
ラ
ジ
オ
２
台
、
非

常
灯
２
器
、
懐
中
電
灯
２
個
、
乾

電
池
等

①している

　　8

　25％

②してない

　　24

　　75％

４
　
訓
練
の
よ
う
な
大
地
震

が
起
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の

家
が
壊
れ
、
近
所
で
は
火
災

も
発
生
し
ま
し
た
。
消
防
車

も
パ
ト
カ
ー
も
来
ら
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま

す
か
？

自
力
で
避
難
す
る
（
避
難
場
所
へ
行

く
）
人
員
の
安
全
を
確
認
し
誘
導
す
る

被
害
状
況
を
確
認
し
、
報
告
す
る

家
族
の
安
否
と
、
火
元
を
確
認
す
る

個
人
で
で
き
る
範
囲
の
救
助
を
す
る

避
難
後
、
近
所
の
人
と
協
力
し
消
火

等
に
あ
た
る

け
が
人
の
救
出
等
、
災
害
事
故
、
人

身
事
故
者
の
救
出
に
あ
た
る

近
所
の
人
と
連
携
を
と
り
対
応
す
る

冷
静
に
物
事
を
考
え
行
動
す
る

５
　
訓
練
又
は
地
域
防
災
に

つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

毎
年
続
け
て
や
っ
て
欲
し
い

引
き
続
き
「
も
し
こ
う
い
う
災
害
に

な
っ
た
ら
・
・
」
と
い
う
具
体
的
な

対
策
を
考
え
防
災
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

今
ひ
と
つ
緊
張
感
に
欠
け
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
細
か
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
話

し
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
人
は
常
に
仲
良
く
助
け
合
い

の
精
神
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ

一

と
が
大
切
だ
と
思
う
。

有
事
の
際
に
は
必
ず
や
役
立
つ
も
の

と
思
わ
れ
る
。
道
路
不
通
時
、
緊
急

自
動
車
の
移
動
も
困
難
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
使
用
も
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

サ
っ
な
ら
も
っ
と
現
実
味
を
帯
び
た

訓
練
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

行
動
的
な
知
識
や
体
験
が
な
く
、
実

際
に
発
生
さ
れ
た
場
合
は
か
な
り
戸

亭
っ
。
土
地
柄
、
ま
だ
ま
だ
安
心
感

が
強
い
。
地
域
の
災
害
担
当
者
の
参

加
も
必
要
。

地
域
全
体
に
防
災
意
識
、
防
災
知
識

を
持
っ
て
貰
う
訓
練
は
大
切
。
参
加

者
は
付
き
合
わ
さ
れ
た
で
は
な
く
、

参
加
し
て
い
な
い
人
に
教
え
て
あ
げ

る
位
の
意
識
を
持
っ
て
参
加
し
た
方

が
よ
い
。

こ
の
訓
練
内
容
を
参
考
に
、
地
域
で

話
し
合
う
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
後
小
さ
な
地
域
で
の
訓
練
も
必
要

で
は
。
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農薬はラペルをよく読んで正しく使用しましょう
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宅よjしこ=11=_｡｡｡･liil=，S応。齢　ｓ
①登　録　番　号

②名称及び商品名

③毒物及び劇物表示

④危険物表示

⑤成

農林水産省登録第ＯＯＯＯ号

○○○水和則

医薬外毒物

火気厳禁

分　○○○フェート

⑥適用病害虫と使用方法

○○％

作物名 適用病害虫 希釈倍率 使用　量 使用時期 総使用回数 使用方法

○○○○ △△△△病 ○○○○倍 ○に／１０ａ つ○日前
一一　一

△△日前

○回 敵　　布

し□□□
ＸＸＸＸ病 ■■■重信 △回／祀ａ □回 散　　布

⑦安全上の注意

　 　 　 　 　 　 　 　 　 … … … … … … … … … … … … … … … - … … … … - - － － - - － - - - 　 一 一 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 ‥
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① こ の 番 号 が 無 い 物 は 農 薬 と し て 使 用 で き ま せ ん

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

：

② 成 分 が 同 じ で も 商 品 名 ( 剤 型 ： ○ ○ フ ロ ア プ ル

、

○ ○ 乳 剤 ) が 違 う と 対 象 作 物 や 希 釈 倍 率 が 異 な 　 １

　 る 場 合 が あ る の で 注 意 し て く だ さ い

．

③ 毒 物 に は

皿 一 一 I

、

劇 物 に は

陳 一

月

i 昼 餉

物 ' の 表 示 が あ る の で

、

取 り 扱 い に は 十 分 注 意 し て

　 く だ さ い

．

④ 危 険 物 に 該 当 す る 農 薬 に は こ の 表 示 が あ り ま す

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＝

⑤ 有 効 成 分 や そ の 仙 の 成 分 が 表 示 さ れ て い ま す

．

面 差 で 示 さ れ て い ま す

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｉ

　 作 　 　 物 　 　 名

： 記 載 さ れ て い る 作 物 だ け に 使 用 で き ま す

．

陥 章 剤 で は

、

適 用 場 所 が 記 さ れ

ｉ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 て い る 場 合 も あ り ま す

。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｉ

　 適 用 病 害 虫

： 記 載 さ れ て い る 病 害 虫

・

雑 章 の み に 使 用 で き ま す

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　

；

　 希 釈 倍 串

・

使 用 E 殯 期

： 記 載 事 項 を 守 ら な い と 薬 害 が 発 生 し た り

．

収 種 物 が 農 薬 残 留 基 準 を 越 え る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 恐 れ が あ り ま １

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｉ

　 総 使 用 回 数 ： 収 穫 ま で の 使 用 回 数 が 記 載 さ れ て い ま す

．

商 品 名 が 違

っ

て も 同

―

成 分 の 塵 ｜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 薬 も あ る の で 注 意 し ま し

ょ

う

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

｜

⑦ 特 に 注 意 を 要 す る 事 項 E ま

、

注 意 暗 記

マ

ー

ウ ( 注 意

・

警 告 マ

ー

ク

．

行 為 強 制

マ

ー

ウ

、

行 為 禁 止 マ

ー

剖 　 ｉ

　 　 が 表 示 さ れ て い ま す

． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

！

宇都宮地方法務局栃木支局案内図

市役所・

　　　‘゛¨　　　　藁　　　篆　　　堡荼

　宇都宮地万法務局小山出張所案内図
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宇
都
宮
地
方
法
務
局
壬
生
出
張
所

（
登
記
所
）
が
移
転
し
ま
す

1………ご＼ゴと……2迂111jj･'.゜同を守りましよう

　IS･ﾖ･一･聊瑶召.男1･1翌l･

.顎累31.･･l∃SΞ一一1･r･.

農薬使用前には必ずラベルを読み

ましょう□

防除日誌を記録し、次回散布の参

考にしましょうロ

農薬は鍵を掛けて保管しましょうロ

周辺の環境に配慮して散布しましょ

う!!

問合せ先　農業環境指導センター

　　　　　　　　昔028-626-3086

　　　　　下都賀農業振興事務所

　　　　　　　　昔２４－ １ １ ０ １

　
壬
生
町
に
所
在
す
る
宇
都
宮
法
務
局

壬
生
出
張
所
（
登
記
所
）
は
、
平
成
1
5

年
１
月
1
4
口
㈹
を
も
っ
て
、
栃
木
支
局

及
び
小
山
出
張
所
に
分
割
統
合
さ
れ
ま

す
。
　
壬
生
出
張
所
に
お
け
る
登
記
事
務
の

取
扱
い
は
、
平
成
1
5
年
１
月
1
0
口
㈲
ま

で
で
、
１
月
1
4
日
㈹
か
ら
は
、
壬
生
町

に
関
す
る
登
記
事
務
は
栃
木
支
局
で
、

石
橋
町
及
び
国
分
寺
町
に
関
す
る
登
記

事
務
は
小
山
出
張
所
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
統
合
と
同
時
に
不
動
産
登
記

事
務
処
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て

行
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

壬
生
町
に
問
す
る
登
記
事
務

　
栃
木
市
片
柳
町
１
－
2
2
－
2
5

　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局

　
合
2
2
１
１
０
６
８

　
取
扱
事
務
：
登
記
、
供
託
、
人
権
。

　
　
　
　
　
　
戸
籍

石
橋
町
・
国
分
寺
町
に
関
す
る
登
記
事

務　
小
山
市
花
壇
町
１
－
1
3
－
4
0

　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
小
山
出
張
所

　
合
０
２
８
５
－
2
2
－
０
３
６
１

　
取
扱
事
務
：
登
記

不
明
な
点
及
び
詳
細
は
、
宇
都
宮
地
方

法
務
局
総
務
課
（
合
０
２
８
－
６
２
３
－

６
３
３
３
）
又
は
、
宇
都
宮
地
方
法
務

局
壬
生
出
張
所
（
合
8
2
－
０
１
０
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



私
の
自
慢
料
理
⑦

　
　
北
小
林
　
刀
川
キ
ミ
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　
こ
の
料
理
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
夕
方
６

時
か
ら
の
「
隠
れ
家
ご
は
ん
（
熱
血
！

ご
は
ん
道
）
」
で
９
月
８
日
に
放
送
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
７
月
3
1
日
に
撮
影
が
行
わ
れ
、
と
て

も
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

材
料
（
４
人
分
）

　
か
ん
ぴ
ょ
う
4
0
ｇ
、
椎
茸
大
４
個
、

人
参
％
、
さ
や
い
ん
げ
ん
少
々
、
卵

（
倍
音
卵
）
　
３
個
、
塩
少
々
、
だ
し
汁

適
量
　
Å
」
砂
糖
大
さ
じ
Ｉ
鍋
、
日
本
酒
大

さ
じ
１
、
み
り
ん
大
さ
じ
１
、
し
よ
う

油
犬
さ
じ
４

※
上
手
な
か
ん
ぴ
ょ
う
の
も
ど
し
方

　
サ
ッ
と
水
洗
い
し
、
塩
小
さ
じ
１
杯-

を
か
け
両
手
で
弾
力
が
出
る
ま
で
も
む
。

　
新
し
い
水
で
塩
を
洗
い
水
（
又
は
ぬ

る
ま
湯
）
に
５
分
位
浸
し
水
気
を
絞
る
。

　
た
っ
ぷ
り
の
熱
湯
で
好
み
の
か
た
さ

に
苑
で
る
。

①
苑
で
た
か
ん
ぴ
ょ
う
を
４
～
５
四
の

　
長
さ
に
切
る
。

②
椎
茸
は
輔
を
除
い
て
薄
切
り
、
人
参

　
は
短
冊
切
り
、
さ
や
い
ん
げ
ん
は
サ

　
ツ
と
苑
で
て
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
か
ん
ぴ
ょ
う
、
椎
茸
、
人
参
、

　
か
ん
ぴ
ょ
う
の
戻
し
汁
を
入
れ
、
だ

　
し
汁
を
た
し
て
ヒ
タ
ヒ
タ
に
す
る
。

④
③
を
火
に
掛
け
、
煮
立
っ
た
ら
（
Ａ
）

　
の
調
味
料
を
加
え
て
煮
る
。
さ
や
い

　
ん
げ
ん
を
散
ら
し
、
溶
き
卵
を
入
れ

　
半
熟
強
で
火
を
止
め
て
蓋
を
し
、
軽

　
く
蒸
ら
す
。

ポ
イ
ン
ト
ー
　
戻
し
汁
は
だ
し
と
し
て

料
理
に
使
う
。

ポ
イ
ン
ト
２
　
卵
と
じ
は
半
熟
仕
上
げ

が
命
。

-

身

法近
律な
相

　4jlき

八

g

人
権
今日＝

談

一味y

マ’
例

集

よ
り
W

民
事
関
係

借
地
上
の
建
物
の
売
却

Ｑ
：
借
地
を
し
て
そ
の
上
に
建
物
を
所

　
有
し
て
お
り
、
こ
の
建
物
を
売
り
だ

　
い
が
、
地
主
の
承
諾
が
必
要
か
。
地

　
主
が
承
諾
し
て
く
れ
な
い
場
合
は
、

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
：
原
則
と
し
て
は
、
地
主
の
承
諾
が

　
必
要
。
地
主
に
不
利
と
な
る
お
そ
れ

　
が
な
い
の
に
、
地
主
が
譲
渡
を
承
諾

　
し
な
い
と
き
は
、
借
地
人
は
、
地
主

　
の
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
を
す
る
よ
う

　
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

　
場
合
、
金
銭
の
支
払
い
等
の
条
件
が

　
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

私
道
の
通
行
権

９
・
私
の
家
で
は
、
祖
父
の
代
か
ら
隣

　
地
を
通
り
抜
け
て
、
公
道
へ
出
て
い

　
る
が
、
最
近
隣
地
所
有
者
が
そ
の
通

　
行
地
上
に
垣
根
を
造
る
と
い
う
。
も

　
し
そ
う
な
る
と
、
私
達
は
公
道
へ
出

　
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

｀ J

Ａ
：
時
効
に
よ
り
通
行
地
役
権
を
取
得

　
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

　
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
隣
地
を
通

　
る
以
外
に
公
道
に
出
る
方
法
が
な
い

　
場
合
は
、
相
手
方
は
通
行
を
阻
止
で

　
き
な
い
。
話
し
合
い
か
つ
か
な
け
れ

　
ば
、
裁
判
所
に
調
停
の
申
し
立
て
を

　
し
て
解
決
す
る
の
が
よ
い
。

借
用
証
書

Ｑ
：
友
人
に
金
を
貸
し
た
際
、
借
用
証

　
を
書
か
せ
た
が
ご
二
文
判
を
押
し
て

　
い
る
。
ま
た
、
印
紙
も
貼
っ
て
い
な

　
い
。
こ
の
よ
う
な
借
用
証
で
も
有
効

　
か
。

Ａ
：
三
文
判
を
押
し
た
証
書
で
も
、
債

　
務
者
の
意
志
に
基
づ
く
証
書
で
あ
る

　
こ
と
が
証
明
で
き
れ
ば
借
用
証
と
し

　
て
有
効
で
あ
る
。
な
お
、
印
紙
が
貼
っ

　
て
な
く
て
も
証
書
と
し
て
の
効
力
に

　
影
響
は
な
い
が
過
怠
税
を
徴
収
さ
れ

　
る
こ
と
が
あ
る
。
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まちのわだい

学問と教育の軌跡

歴史民俗資料館第13回企画展

賢い消費者になるために

断れる勇気を持ちましょう!
－

‐

‐

－

‐

オープニングに大勢の人が来場

　
第
1
3
同
企
画
展
「
壬
生
藩
鳥
居
家
の

学
問
－
大
名
た
ち
の
教
育
改
革
」
が
、

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
で
は

こ
の
ほ
ど
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

古
沢
田
鶴
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、

「
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に
」
と
題

し
た
研
修
会
を
３
回
に
分
け
て
行
い
ま

し
た
。

　
第
２
回
目
の
９
月
2
6
日
は
、
生
涯
学

習
館
で
行
わ
れ
、
約
7
0
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
悪
徳
商
法

パンフレットでクーリングオフの説明

９
月
７
日
か
ら
1
0
月
1
4
目
ま
で
町
歴
史

民
俗
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
の
オ
ー
プ
子
ノ
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
鳥
居
家
の
子
孫
や
斎
藤
玄

昌
の
子
孫
、
ま
た
企
雨
具
開
催
に
か
か

る
関
係
者
の
方
々
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
居
忠
英
・
忠
挙
な
ど
の
歴
代
藩
主

は
学
問
・
教
育
に
熱
意
を
も
ち
、
藩
校

を
設
立
し
、
蘭
学
や
西
洋
医
学
の
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
企
画
具
で
は
、

大
名
た
ち
の
教
育
改
革
が
新
し
い
学
問
・

教
育
と
出
会
い
、
努
力
を
重
ね
て
い
っ

た
軌
跡
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

の
催
眠
商
法
、
体
験
談
商
法
、
見
本
工

事
商
法
、
か
た
り
商
法
な
ど
の
手
口
が

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
老
人
は
お
金
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
業
者
は
や
さ
し
く
、
言

葉
た
く
み
に
す
り
寄
っ
て
き
て
、
考
え

る
猶
予
を
与
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が

こ
の
問
題
に
無
関
心
・
無
関
係
で
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
誰
で
も
被
害
に
あ

う
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
参
加
者
の
な
か
に
は
経
験
が
あ
る
人

も
多
く
、
古
沢
相
談
員
の
話
に
う
な
ず

き
な
が
ら
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

あ
と
の
、
解
約
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）

制
度
の
説
明
や
、
用
紙
の
書
き
方
の
説

明
も
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り
、
ま

た
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
参
加
し
て
み

た
い
と
い
う
よ
う
な
研
修
会
で
し
た
。

敬
老
の
つ
ど
い
で
笑
顔
満
載

枝助の落語に笑いのうずが！桂

　
９
月
1
9
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お

い
て
敬
老
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
7
5
歳
以
上
の
招
待
者
は
、
３
。
０

１
１
人
で
、
式
典
に
は
約
８
０
０
人
の

町
の
福
祉
へ

　
安
昌
寺
婦
人
会
（
矢
口
昌
子
代
表
）

が
９
月
1
2
日
、
役
場
を
訪
れ
、
町
の
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
６
万
圭

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
主
催
者
や
来
賓
の
挨
拶

が
あ
り
、
町
長
か
ら
は
、
「
敬
老
の
日

に
あ
わ
せ
て
、
9
7
識
以
上
の
お
年
寄
り

の
お
宅
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
9
9
歳
の

方
が
８
人
い
ら
っ
し
や
る
。
し
か
も
寝

込
ん
で
い
る
方
は
Ｉ
人
も
い
な
い
。
皆

さ
ん
の
力
で
町
は
発
展
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
っ

て
欲
し
い
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
演
芸
会
で
は
、
浪
曲
や
漫

談
、
落
語
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
お
年
寄

り
遠
の
間
か
ら
は
笑
い
声
が
絶
え
ず
、

一
日
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

一
円
玉
募
金

５
４
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お

金
は
毎
年
９
月
の
第
１
日
曜
日
に
地
蔵

尊
の
大
祭
が
あ
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
行
っ

た
バ
ザ
ー
の
益
金
の
一
部
と
一
円
玉
募

金
で
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
壬
生
９
月
号
1
5
頁
、
夏
休
み
親

子
ふ
る
さ
と
料
理
体
験
教
室
の
手
巻
き

寿
司
講
師
、
篠
原
さ
ん
の
自
治
会
は
東

下
台
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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壬
生
町
総
合

　
　
産
業
ま
つ
り

日
　
時
　
Ｈ
月
３
日
㈱

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
雨
天
の
場
合
Ｈ
月
４
日
㈲

心、

７ﾆ刄内

場
　
町
総
合
運
動
場
南
グ
ラ
ン
ド

容
・
町
内
企
業
、
商
店
等
に
よ
る

　
　
展
示
及
び
販
売

　
・
壬
生
町
共
通
商
品
券
の
販
売

　
・
苗
木
、
米
、
サ
ン
マ
の
無
料

　
　
配
布

　
　
　
・
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り

　
　
　
・
ミ
ニ
動
物
園

　
　
　
・
フ
ア
フ
ア
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
等
の

　
　
　
　
各
種
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
　
壬
生
町
総
合
産
業
ま
つ
り
実

　
　
　
　
行
委
員
会
（
町
商
工
会
館
内
）

　
　
　
　
昔
８
２
－
０
４
７
５

心゛

１万円で１万１千円のお買い物

　　　　大変お得な商品券です秋の全国火災予防運動

　　11月９日～15日

火の用心!　　もう一度

基本にかえって

- － -

平成14年度地価調査

土地の標準価格を公表

　
栃
木
県
知
事
か
ら
９
月
2
0
日
付
け
で

平
成
Ｈ
年
度
地
価
調
査
基
準
値
の
標
準

価
格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
目
を
基
準
日

と
し
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価

格
が
民
間
の
土
地
取
引
の
目
安
と
な
り
、

公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
準
に
な
り

ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

財
政
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
調
査
基
準
日

　
平
成
1
4
年
７
月
１
口

■
基
準
値
の
価
格

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　
表
町
１
９
２
８
番
２

　
〈
表
町
Ｈ
－
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
。
１
０
０
円

-

第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域

　
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
番
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
。
０
０
０
円

　
緑
町
１
丁
目
１
０
２
２
番
2
4

　
〈
緑
町
１
－
４
－
Ｈ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
）
ｊ
上
０
０
円

第
１
種
住
居
地
域

　
至
宝
３
丁
目
4
8
番
2
5

　
〈
至
宝
３
－
４
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
。
７
０
０
円

　
中
央
町
３
２
７
番
３

　
〈
中
央
町
２
－
1
5
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
。
０
０
０
円

　
安
塚
字
宿
内
１
９
２
８
番
　
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
。
４
０
０
円

近
隣
商
業
地
域

　
緑
町
２
丁
目
１
０
２
２
番
１
７
０

　
〈
緑
町
２
－
５
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
［
代
０
０
０
円

　
中
央
町
１
３
０
４
番
２

　
〈
中
央
町
６
－
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
９
。
５
０
０
円

市
街
化
調
整
区
域

　
羽
生
田
字
前
川
原
２
３
４
６
番
４

　
外
１
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
（
ｘ
）
″
０
０
０
円

　
下
稲
葉
字
釜
ケ
渕
6
4
番
Ｉ
　
外
４
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
。
２
０
０
円
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９
１
］
世
紀
前
半
の
本
格
的
な
少
子
・
高

齢
化
の
到
来
を
控
え
、
国
民
年
金
を
は

じ
め
と
す
る
公
的
年
金
制
度
は
、
老
後

の
生
活
に
ま
す
ま
す
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
「
世
代
と
世
代
の

支
え
あ
い
」
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
支

え
る
側
の
現
役
世
代
も
い
ず
れ
支
え
ら

れ
る
側
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
公
的
年
金
の
意
義
と
役
割

や
そ
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
Ｈ
月
を
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
と
定
め
、
関
係
者
が
一
体
と
な

り
、
広
報
や
年
金
相
談
所
の
開
設
等
に

よ
り
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
公
的
年
金
制
度
に

お
け
る
あ
な
た
と
家
族
の
年
金
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
き
、
将
来
の
あ
な
た

の
年
金
を
確
か
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｈ
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す

　
　
「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
・
・
・

　
　
　
　
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
」

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

井
上
公
雄
様
①
　
　
　
２
千
２
７
３
円

旧
し
み
ず
洋
品
店
様
①
　
　
　
1
0
万
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
　
３
千
円

北
小
林
カ
ラ
オ
ケ
会
様
④
６
千
２
百
円

町
商
工
会
女
性
部
様
⑨

　
　
　
　
　
　
　
１
万
３
千
２
７
６
円

早
乙
女
シ
ズ
様
①
　
　
１
千
９
５
３
円

寄
　
付

－

｜

！

§ｿ　£
゛ご注意下さい!!

　税務職員を装い、勤務先、取引銀行等を問い

合わせる事例や現金などを持ち去る事件があり

ました。

　納税者の皆様がこのような被害に遭わないよ

う、次の点にご注意願います。

１　税務職員が納税者の皆様に電話でお問い合わせ

をする場合には、提出いただいた申告書等を基に

　/ゝ/､/､xj/s｀..sゝ.ﾉゝヾ≒._jゝsゝ/心丿http://www.ご心ご心づ心ご心W心心心又ﾉJXﾉヽﾉ
その内容をご本人に確認することを原則としてお

ります

。

////‾ゝ/｀ゝ/⌒

／ゝノ｀

２　税務職員が税務調査を行う場合は、質問検査章

一一一一一一一一一一一一一一一一一-
　と身分証明書（顔写真ちょう付）を携帯していま

す。身分証明書等で所属、氏名等を確認してくだ

さい。

３　通常の税務調査において、調査担当の職員が帳

　簿書類等を預かることはありますが、現金や資金

　属などをお預かりすることはありません。

　　なお、いわゆる査察調査など国税犯則取締法に

　基づき税務職員が強制調査を行う場合は、裁判官

　が発布した「臨検・捜査・差押許可状」を必ず呈

　示することとしています。この際、税務職員が許

　可状に基づき現金等を差し押さえる場合もありま

　すが、差押手続を行った場合には必ず差押目録を

　作成し、確認をいただいた上で差押目録謄本を交

　付しています。

４　徴収担当の職員が、納税者の皆様から税金の納

　付のために現金を受領する場合には、必ず領収書

　を交付しています。

５　通常、土日などの休日や早朝・深夜から税務調

　査を開始することはありません。

　ご家族の方が電話での問い合わせを受けられ

たときは、即答せず、税務職員の所属と氏名を

ご確認いただき、必ずご本人に相談の上ご回答

願います。

ｌ
ｊ
　
－
Ｉ
ｊ
ｊ

｜

」

／

~≒〃

総人口40,015人（Ｈ）

　男　19,586人（１）

　女　20,429人（10）

世帯数13,129世帯（８）

　　（　）内は前月比

19

不審な点がある時は、その場で栃木税務署総

務課（昔２ ２－１０ ０８）又は関東信越国税局

（昔０４８－６００－３１１１）にお問い合わ

せ下さい。



ｉ

ヴ'エネツイア合奏団∧に江宮本文1昭
午後６時30分開演

全指定席3,000円　１１月１５日噺発売

ＮＨＫ朝の連続テレビ

小説「あすか」のテー

マ曲で、オーボエの爽

やかな音色を聞かせ

た、宮本文昭と円熟の

絶頂にあるヅェネツィ

ア合奏団との共演。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲宮本文昭（オーボエ）

会　　場　壬生中央公民館犬ホール（城址公園ホール）

　　　　※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

黒子　宗吾ちゃんご兄弟（上町）

田中　美羽ちゃんご兄弟(国谷新田)

斉藤　健斗ちゃんご兄弟（上新町）

雀
９
Ｍ
ｓ
ｎ
Ｈ

　
　
鐙
盈
迢
蓉

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

ぷ
八
年
”

同
野
ｔ
享
嗇

昔
濤
鴻
代

の白

11111

安塚小6年

山野土俗至

り

安塚小６年

河野潜幸香

凪100古紙配合率100％両生紙を使用しています
20
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